


むかしむかしの大
おお

昔
むかし

。わたしたちが住
す

む小
こ

松
まつ

のおはなし。　山
やま

のムラに住
す

むミケは、元
げん

気
き

な男
おとこ

の子
こ

。

いつものようにいっぱいあそんで、おなかをすかせて家
いえ

に帰
かえ

ると、お父
とう

さんのミチが何
なに

かを手
て

入
い

れしています。

「わ～！新
あたら

しい弓
ゆみ

矢
や

だ！」「そうだ、かっこいいだろう？」ミチはとくい顔
がお

です。　この弓
ゆみ

矢
や

で今
き ょ う

日はりっぱなシカをしとめたのです。

その肉
にく

と、山
やま

でとれた木
き

の実
み

で、お母
かあ

さんはごはんをつくります。わたしたちのせんぞは、このように、しぜんのめぐみをもらってくらしていました。
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山
やま

の木
き

の葉
は

が赤
あか

くそまるころ、ミケたちは、山
やま

にどんぐりを集
あつ

めにいきます。冬
ふゆ

は食
た

べ物
もの

が少ないので、ほぞんできるどんぐりは大
たい

切
せつ

です。

来
らい

年
ねん

の春
はる

までもつように、できるだけたくさんほしいのですが、

今
こ

年
とし

はなかなか集
あつ

まりません。「こまったなぁ…このかごいっぱいにほしいのに…」

必
ひっ

死
し

にさがしているうちに、ミケは、山
やま

で迷
まい

子
ご

になってしまいました。　「おなかへったよぉ…ぐすん。」
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「だいじょうぶ？よかったら、これ食
た

べる？」　急
きゅう

にだれかの声
こえ

がしました。びっくりして顔
かお

をあげると、

めずらしい服
ふく

をきた女
おんな

の子
こ

が、見
み

たこともない食
た

べ物
もの

を持
も

って、ミケを心
しん

配
ぱい

そうに見
み

つめていました。

「いいの？ありがとう！ねぇ、きみはどこからきたの？」　

「タニハのクニから川
かわ

べのムラにひっこしてきたの！わたしはメイコ。　後
うし

ろにいるのがお父
とう

さんとお母
かあ

さんよ。」
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話
はなし

をきくと、メイコたちは、なんとミケのムラへいくとちゅうで、ミケは、いっしょについていくことになりました。

ミケがあんしんすると、おなかがぐーぐーなりだしたので、メイコにもらった食
た

べ物
もの

を　一
ひと

口
くち

ほおばりました。

「わぁ！これ、おいしいね！初
はじ

めて食
た

べるよ。」　「ほんと？これはお米
こめ

っていうのよ。田
た

んぼでそだてるの。」

「お米？田
た

んぼ？それって何
なに

？」　いろんな話
はなし

を聞
き

きながら、ミケはぶじにムラにかえることができました。
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「とーちゃん、ただいま！お客
きゃく

さんがきたよ！」いえにつくとミケはさっそく、メイコたちを家
か

族
ぞく

にしょうかいしました。

「はじめまして、わたしはタヒコと言
い

います。せいなる石
いし

をもとめて、西
にし

のタニハのクニから船
ふね

でわたってきたんです。」

「ほぉ、遠
とお

いとこからよくきたね。せいなる石
いし

のことをもっときかせてくれるかい？」　「えぇ。とっても力
ちから

がある石
いし

なんです、ミドリ色
いろ

で美
うつく

しくて…」

タヒコの話
はなし

を聞
き

くうちにミチはなにかを思
おも

い出
だ

しました。「あぁ！その石
いし

はたぶんヘキギョクじゃな。少し遠
とお

いが、エヌの山
やま

まで行
い

けば、たくさんあるよ。」
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「わたしたちのクニでは、せいなる石
いし

で首
くび

かざりを作
つく

るのです。クダタマといって、石
いし

をくだき、このようにほそくけずったあと、あなをあける。

とてもせんさいなさぎょうですよ。」　タヒコは、ミチにじまんげにクダタマのつくりかたのせつめいをはじめました。

「ふーむ、こりゃすごい。やねにつかうカヤのくきのようだ。これだけでもびっくりなのに、さらにあなをあけるとは……しんじられん。」

ミチは、タヒコが見
み

せてくれたクダタマのあなをのぞいて、かんしんするばかりです。

「ふふ、こんどわたしのムラにもごあんないしましょう。　そのときにクダタマのくびかざりをお見
み

せしますよ。」
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話
はなし

をしていると、ミケがお母
かあ

さんといっしょに何
なに

かをもってきました。「ぼくたちのたからものも、せいなる力
ちから

を持
も

ってるんだよ！マガタマっていうんだ！」

「すごーい！キラキラして、とってもキレイね！」　「本
ほん

当
とう

だ！それに、同
おな

じミドリだが、これはリュウの目
め

玉
だま

のようにとうめいで美
うつく

しい…

ミケ、これはなんて石
いし

だい？」　メイコたちにほめられて、ミケはじまんげに話
はな

します。「これはヒスイって石
いし

で作
つく

ったんだよ。東
ひがし

のヌナのクニでとれる石
いし

でね。

父
とう

ちゃんたちが、ときどきわけてもらいに行
い

くんだ。」　みんなで楽
たの

しく話
はな

していると、すっかり日
ひ

はくれていきました。
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その日
ひ

の夜
よる

、メイコたちをちょうろうの家
いえ

へあんないし、ごちそうでもてなしました。　話
はなし

がもり上
あ

がる中
なか

、

「もしよかったら…山
やま

をおりて、わたしたちといっしょにムラをつくりませんか？　知
し

らない土
と

地
ち

での米
こめ

作
づく

りも、みなさんがいたら心
こころ

強
づよ

い…

わたしたちが作
つく

り方
かた

を教
おし

えましょう。」と、タヒコが話
はなし

をもちかけました。　「わぁ！すごいや！かぁちゃん、米
こめ

を作
つく

れば、ほぞんできるんだって！

どんぐりが少なくても安
あん

心
しん

だよ！」「お父
とう

さんも、きけんなかりをしなくてすむかねぇ。大
おお

よろこびのミケたちを見
み

ながら、ちょうろうはやさしく言
い

いました。

「ワシらとしよりは、神
かみ

様
さま

からさずかったこの山
やま

をおりるわけにはいかん。　けれども、わかいモンで協
きょう

力
りょく

して、新
あたら

しいムラをつくとよい。」
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こうして、ミケたちの新
あたら

しいムラづくりがはじまりました。　そんなある日
ひ

、ミケは、タヒコをエヌの山
やま

へとあんないしました。

「ボクたちは、この山
やま

にヤジリをつくるリュウモンガンをとりにくるんだけど、ほら、ヘキギョクもたくさんあるんだ。」

「すごい！これでクダタマがたくさん作
つく

れるよ！そういえば、ミケくんは、まだクダタマを見
み

てなかったかな、帰
かえ

ったら見
み

せてあげよう。」

「ほんとに？やったー！」　ミケたちは、ひつような分
ぶん

のヘキギョクをとると、ムラに持
も

ち帰
かえ

りました。

19



「ただいま、メイコ。クダタマのくびかざりをもってきてくれるかい？」　「はーい！」クダタマをみせてもらったミケは、目
め

を丸
まる

くしました。

「これがクダタマ…！！こんなに小
ちい

さいあながあけられるなんてスゴイや！！　　あれっ！？父
とう

ちゃんこれって！」

「あぁ、おれたちのマガタマだ！フム、すばらしい…」　メイコがもってきたのは、ふたつのムラのたからを組
く

みあわせたものでした。

これにはタヒコもびっくりです。　「すてきでしょ？お母
かあ

さんたちとかんがえたの。」　「あぁ！これはすごいたからものだよ、メイコ。

できたばかりのこのムラを、これで知
し

ってもらおう！」
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美
うつく

しい首
くび

かざりのうわさは、なんと、メイコのふるさとよりもっと西
にし

のツクシのクニの王
おう

の耳
みみ

にまでとどきました。

「わたしもぜひ、美
うつく

しい首
くび

かざりを見
み

たい。ここにそのムラのものをよびよせるのだ。」　王
おう

のまねきで、タヒコたちは船
ふね

でツクシのクニへ向
む

かいました。

ツクシのクニはとても遠
とお

いところにあり、何
なん

日
にち

も船
ふね

をこがなければなりません。　天
てん

気
き

がわるく、海
うみ

があれる日
ひ

もあります。

「みんな、波
なみ

に向
む

かってまっすぐこぐんだ！がんばれ！」船
ふね

がてんぷくしないように、タヒコはすすむ方
ほう

向
こう

をしじしながら、こいでいるみんなをはげまします。
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タヒコたちは、とちゅう、タニハのクニとイズモのクニでやすみながら、ツクシのクニをめざしました。　そして、やっとのことでツクシのクニにたどりつきました。

「王
おう

さま、ごらんください！これが、わがムラじまんのミドリの玉
たま

の首
くび

かざりでございます。」

「どれ…これは！なんとみごとで美
うつく

しいのだ！おお、玉
たま

よ…われに力
ちから

を、そしてタヒコのムラに、人
ひと

々
びと

に安
やす

らぎをあたえたまえ…！」

タヒコはとてもきんちょうしていましたが、ツクシ王
おう

は首
くび

かざりをたいへん気
き

に入
い

ったようで、タヒコは、ほっとむねをなで下
お

ろしました。
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ツクシのくにから帰
かえ

ったタヒコたちをむかえると、何
なに

やらおみやげをもっていました。

「ただいま。ツクシの王
おう

さまに首
くび

かざりをほめていただいてね、すごいほうびをくださったんだ。」　　「おぉ！こりゃテツのオノじゃないか！うわさにはきいてい

たが、ほんものははじめてだ！」ミチはおどろきをかくせません。なにしろ、ミチたちにとっては、そのくらいにテツはめずらしいものだったのです。

「ねえ、ミケ！このオノがあれば、ムラがもっとよくなるよ！」　「やったー！これもみんなヘキギョクのおかげだね！」

これからのムラづくりが楽
たの

しみになったミケとメイコは、目
め

をあわせてわらいました。
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それからしばらくたって…。　ミドリの玉
たま

のくびかざりのひょうばんはさらに広
ひろ

まり、ミケたちのムラにやってくる人
ひと

々
びと

もふえました。

あれからムラは大
おお

きくなり、くらしもゆたかになりました。　秋
あき

には、みのったお米
こめ

で、田
た

んぼがこがね色
いろ

にそまります。

もう食
た

べ物
もの

にこまって、かなしい思
おも

いをすることもありません。　

人
ひと

々
びと

をしあわせにする力
ちから

をひめたヘキギョク、それは、今
いま

も小
こ

松
まつ

の山
やま

の中
なか

でしずかにねむっています。
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 この物語は、弥
やよい

生時
じ

代
だい

の小松を舞台にしています。

 ミケが住んでいたのは、縄文時代の伝統的な暮らしを続ける山

の集落です。そこへ、「タニハのクニ」から小松へ引っ越してき

たメイコの家族が訪れます。

 メイコの父・タヒコが提案した「新しいムラ｣ は、八
よう

日
か

市
いち

地
じ

方
かた

遺
い

跡
せき

がモデルです。発掘調査では、弥生系の櫛
くし

描
がき

文
もん

土
ど

器
き

、縄文系

の条
じょう

痕
こん

文
もん

土
ど

器
き

が一緒に出土しました。

 八日市地方の集落の発展とともに、これらの土器の特徴は世代

を重ねて融合し、「小
こ

松
まつ

式
しき

｣ と呼ばれる独特な弥生土器が誕生し

ました。
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櫛描文土器（くしがきもんどき）

条痕文土器（じょうこんもんどき） 小松式土器（こまつしきどき）
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 八
よう

日
か

市
いち

地
じ

方
かた

の集落は、小松に新しい文化をもたらしました。中

国大陸から北部九州に伝わった米作りは、その代表的なものです。

 縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

にはあまり利用されなかった潟の周囲は、ヨシのしげ

る湿地から、お米がたくさん取れる水田に生まれ変わりました。

 米作りに使う道具は鍬
くわ

や鋤
すき

などの農具ですが、弥生時代には、

刃の部分も含めて全て木で作られました。しかし、現代の私たち

も知っている鍬やスコップと形がよく似ていて、八日市地方の集

落で作られた農具は、既に機能的な形態を備えていたことがわか

ります。

 水田経営が軌道に乗ると、集落は大きくなり、人や物の交流も

活発になりました。

 集落は、川の両岸に沿って居住域があり、その周りが環
かん

濠
ごう

（ほ

り）で囲まれ、いちばん外側にお墓がつくられました。

 

炭化米
石包丁

鍬（くわ）

田げた

鋤（すき） 田 舟
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遺跡推定範囲

環濠

方形周溝墓（四角く溝をめぐらす墓）

旧河道

駅
松
小

サイエンス
　ヒルズこまつ

居住域

墓域

調査完了区域

左岸居住域1左岸居住域1

右岸居住域1右岸居住域1

左岸居住域3左岸居住域3

右岸居住域2右岸居住域2

左岸
居住域2
左岸
居住域2

旧河道旧河道

100m50100

旧河道（きゅうかどう）の調査

建物跡

環濠（かんごう）の調査

四角く溝をめぐらす墓

環濠（かんごう）の調査

砥石と碧玉（へきぎょく）片

建物跡

お墓にそなえられた土器

まとめてすてられた土器



 小松市の那
な

谷
た

町・菩
ぼ

提
だい

町・滝
たき

ヶ
が

原
はら

町の山間部（物語では「エヌ

の山」）には、「碧
へき

玉
ぎょく

」と呼ばれる緑色の美しい石がたくさん取れ

ました。これを材料にした「玉作り」は、八
よう

日
か

市
いち

地
じ

方
かた

の集落の重

要な産業でした。

 碧玉で作ったのは「管
くだ

玉
たま

」といい、直径 2mmほどの円柱形に

「石
せき

針
しん

」を使って 1mmほどの穴をあけます。物語でタヒコが言っ

たとおり、とても繊細な作業です。

 碧玉のほかに、糸
いと

魚
い

川
がわ

（物語では「ヌナのクニ」）産の「ヒスイ」

も交易で入手していました。ヒスイは、縄文時代から宝石として

珍重されていて、八日市地方の集落では「勾
まが

玉
たま

」を作りました。

①

②

③

④

⑤ ⑥

適当な大きさに割った石に
石鋸（せっきょ）で
　溝を切って、

四角く割って
　　　いきます。

細かく割って、
形をととのえます。

砥石（といし）で擦（す）って、
少しずつ丸くします。

石針（せきしん）で擦（す）って、
穴をあけます。

もう一度ていねいにみがいて、
ツヤを出します。 完成。

石針

石鋸

管玉（くだたま）の製作工程

石針（せきしん）の製作工程 石鋸（せっきょ） 管玉（くだたま）の製作工程

34



 小松産の碧
へき

玉
ぎょく

は、西日本を中心に日本列島の広い地域に運ばれ

たことがわかっています。八日市地方の集落は、首飾りだけでな

く、玉作りの材料としての碧玉の一大供給地でした。

 物語では、「ツクシのクニ」まで首飾りを運んでいますが、中

国大陸と直接交易している先進的なクニとして描いています。褒

美としてタヒコが受け取ったのは、弥生時代の先端技術の象徴と

しての「鉄器」でした。

 八日市地方遺跡の出土品では石の斧が一般的ですが、集落が

もっとも発展した頃以降の地層からは、鉄
てっ

斧
ぷ

の柄も出土します。

 さらに近年の調査から、鉄製のヤリガンナ（木を削る道具）が

柄を装着した完全な状態で発見されました。

ヒスイ

碧玉

紅簾石片岩（石鋸の素材）

安山岩（石針の素材）

ヒスイの流通

碧玉の流通

女代南Ｂ遺物群碧玉の分布
（那谷・菩提・滝ケ原系碧玉）

めしろ   みなみ

よう  か   いち   じ  かた

鳥取県
あお  や  かみ  じ     ち

八日市地方遺跡

青谷上寺地遺跡

こうれんせきへんがん

あんざんがん

佐賀県
う　き    くん でん  

宇木汲田遺跡

鉄斧（てっぷ）の柄

石剣（せっけん）と鉄製ヤリガンナ

管玉（くだたま）の流通

* 鉄製ヤリガンナは石川県埋蔵文化財センター所蔵
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白いお米とミドリの玉
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